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令和4年度 金沢市議会 12月定例月議会の概要

　令和4年度金沢市議会12月定例月議会が12月2日から16日までの15日間開催されました。

市長の施政方針（要旨）

◇新型コロナウイルス感染症対策

　新たに高齢者入所施設等で感染者が発生した

際に、保健師を早期に派遣し、指導・助言を行う

など、重症化リスクの高い人への対策を強化した

ほか、年末年始における感染拡大や、季節性イン

フルエンザとの同時流行が懸念されることから、

金沢広域急病センターを臨時的に日中開設する

など、対策に万全を期す。

◇デジタル社会の実現

　デジタル社会を見据えた新たな指針となるア

クションプランの骨子案を近く取りまとめる。ま

た、国の交付金を活用し、サテライトオフィス等

の開設を支援するモデル事業を実施する。

　また、デジタル社会の基盤となるマイナンバー

カードの交付を円滑に進めるため、休日の臨時窓

口の開設日数を拡充するとともに、マイナポイン

トの手続を支援する専用窓口を市内商業施設で

も開設する。

◇G7富山・金沢教育大臣会合

　令和 5 年 5 月 12 日から 15 日の 4 日間で行わ

れ、後半の2日間を本市で開催することが決定し

た。複数自治体で共催する初めてのケースとなる

ことから、富山県、富山市並びに石川県と連携し

て、具体的な取組内容の検討を進める。

◇新たな都市像

　町会連合会を対象とした「まちづくりミーティ

ング」のほか、個別テーマを設定した市民参加型

の「10 年後の金沢を考える」ワークショップを

開催しており、世界に誇る文化都市金沢の実現に

向けた、新たな都市像の検討に生かす。

◇12月2日　議案上程・提案理由説明

　12 月定例月議会の初日である 2 日には、村山

市長から、物価高騰対策や市民生活の安全安心の

確保に関する経費の追加、国民文化祭開催の機運

醸成、デジタル戦略の推進、職員給与費の整理等

を主な内容とする、総額41億4,124万1,000円

の補正予算案のほか、「金沢市における再生可能

エネルギー発電設備の適正な設置及び管理に関

する条例」の制定案や、金沢美術工芸大学の建設

工事に係る請負契約の一部変更など議案8件が提

案され、提案理由の説明が行われました。

◇12月12日～14日　質疑・一般質問

　12日から14日までの3日間にわたる本会議で

は、19人の議員が質疑や一般質問を行いました。

　また、14 日には令和 3 年度決算認定に係る議

案 1 件及び認定 2 件が、全会一致または賛成多数

をもって、いずれも原案のとおり可決または認定

されました。

◇12月15日　委員会審査

　15 日には 5 つの常任委員会が開催され、議案

の審査が行われました。

◇12月16日　討論・採決

　16 日には討論・採決が行われ、金沢市教育委

員会委員の任命につき同意を求めるについて等

の人事案件を含め、市長提出の議案各件は、全会

一致または賛成多数をもって、いずれも原案のと

おり可決、同意または諮問のとおり答申されま

した。また、請願 2 件、陳情 2 件はいずれも不採

択となりました。議員提出の議会議案は5件が可

決、3 件が否決されました。その後、3 つの特別

委員会の委員長報告が行われました。

【議長の選出】

　高岩勝人議長の辞職に伴い、議長選挙が行わ

れ、新たに宮崎雅人議長が選出されました。

◎議長選挙の結果

　宮崎 雅人 議員 29票　森尾 嘉昭 議員  3票

　下沢 広伸 議員  2票　荒木 博文 議員  1票

　無効 　　 　　  2票
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本会議の発言から

本会議の
発言から

　12 月 12 日（月）、13 日（火）、14 日（水）

にかけて、19人の議員が質疑や一般質問を行い

ました。

12月12日（月）

・松村　理治 議員（自民党） P. 3

・山本由起子 議員（みらい金沢） P. 4

・源野　和清 議員（公明党） P. 4

・下沢　広伸 議員（市議会自民党） P. 5

・広田　美代 議員（日本共産党） P. 5

・粟森　　慨 議員（金沢保守） P. 6

12月13日（火）

・野本　正人 議員（自民党） P. 6

・喜成　清恵 議員（みらい金沢） P. 7

・稲端　明浩 議員（公明党） P. 7

・上田　雅大 議員（自民党） P. 8

・森尾　嘉昭 議員（日本共産党） P. 8

・新谷　博範 議員（金沢保守） P. 9

・高　　　誠 議員（自民党） P. 9

12月14日（水）

・坂本　泰広 議員（自民党） P.10

・熊野　盛夫 議員（創生かなざわ） P.10

・北　　幸栽 議員（多聞会） P.11

・喜多　浩一 議員（自民党） P.11

・玉野　　道 議員（創生かなざわ） P.12

・前　　誠一 議員（自民党） P.12

※ 掲載している内容は、発言した議員本人が作成した

原稿をもとにしています。

【質問事項】（一括質問方式）

1　令和5年度予算編成について

2　G7富山・金沢教育大臣会合について

3　教育について

4　中央卸売市場の再整備について

5　消防庁舎の再整備について

6　環境について

7　今年の漢字

自由民主党金沢市議員会

松村 理治  議員

中央卸売市場の再整備について

昭和 41 年に開場した中央卸売市場の再

整備基本計画は、現在、取りまとめに向けた検

討が進められているが、具体的にどのような内

容になるのか。

金沢の豊かな食と文化を支え、北陸のハ

ブ拠点となる一体型総合市場を達成するため、

品質の確保、物流の効率化などを掲げるほか、

工期の短縮やコストの縮減など、今後の検討課

題を整理する内容となる予定である。現在、市

場関係者と最終調整を行っており、年内をめど

に取りまとめたい。 （市長）

消防庁舎の再整備について

駅西消防署と森本出張所は、昭和 50 年

代前半に竣工した古い庁舎だが、高度化・複雑

化・多様化している現在の消防業務に対し、老

朽化などによる懸念はないのか。

両施設とも、車両の大型化や救急隊の新

設などにより駐車スペースが狭く、仮眠室が個

室化されていないなど、職場環境に課題がある。

しかしながら、施設の耐久性があることから、

公共施設等総合管理計画において長寿命化の対

象施設となっており、運用面等の工夫を凝らし

ながら使用していきたい。 （消防局長）

問

答

問

答
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本会議の発言から

【質問事項】（一括質問方式）

1　出産・子育て応援交付金事業と本市の取組について

2　本市の子育て施策について

3　HPVワクチンにおける対応と今後について

公明党金沢市議員会

源野 和清  議員

子ども医療費助成の見直しについて

本市を除く県内市町では、助成対象年齢

を 18 歳までとしている。県の新たな医療費助

成の見直しは、県都金沢市にとって、令和 3 年

度実績から推計すると、年間約 7,900 万円の財

政負担の軽減となる一方で、子ども医療費助成

の今後の在り方が問われているようにも考えら

れる。県の新たな子ども医療費助成の見直しに

ついて、市長の所見を聞く。

県の助成に対する補助拡大には一定の評

価はするものの、本市は既に県の補助基準以上

の助成を行っており、さらなる支援の必要性を

感じている。今回の県の補助対象拡大に伴う本

市の負担減少分の使途については、子育て施策

に活用するよう県から要請が来ていることも踏

まえ、明年度の当初予算編成作業の中で検討す

る。 （市長）

子どもの居場所づくりにおける地域の情報発信

本市では、既に子育てアプリや公式ライ

ンアカウントなど情報を発信する手だてがある

が、金沢こども応援ネットワークに参加してい

る地域の活動団体や支援を必要とする人たちが

つながるきっかけを提供できればと考える。今

後のさらなる取組の充実について聞く。

地域団体や NPO などの支援団体とこれ

まで以上に連携していく必要がある。そのため、

SNS 等を活用した効果的な発信や AI チャット

ボットの機能強化などについて検討する。

 （市長）

問

答

問

答

【質問事項】（一問一答方式）

1　子ども生活応援プランについて

2　金沢市における再生可能エネルギー発電設備の適正な設

置及び管理に関する条例について

3　オーガニック給食について

4　教育について

みらい金沢

山本 由起子  議員

拠点型子ども宅食モデル事業について

拠点型子ども宅食モデル事業の実施状況

や課題について聞く。

対象エリアで児童扶養手当を受給する

360 世帯に案内を送り、延べ 227 世帯の利用が

あった。このうち 12 世帯が見守り支援につな

がった。事業の目的を広く周知し、地域の協力

はもとより、企業や NPO 団体など、より多く

の人との連携を図りながら実施していくことが

重要であると考えている。 （市長）

金沢市における再生可能エネルギー発電設備

の適正な設置及び管理に関する条例について

太陽光発電設備の設置が計画されてい

る御所町 2 丁目は、軟弱な地質の急傾斜地直下

に住宅が立ち並んでいて土砂災害の危険性が高

い。このような区域については、禁止区域に準

じた制限が必要ではないか。

住民の安全・安心を確保する観点から、

宅地造成に伴い災害が生じることが大きい市街

地等は、禁止区域に準ずる区域として、市長の

許可を必要とする抑制区域とし、規則で規定す

る予定である。抑制区域内での施設の設置に当

たっては、事業者に詳細な事業計画書の提出や

本市や近隣住民との事前協議等の必要な手続を

義務づけている。 （市長）

問

答

問

答
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本会議の発言から

【質問事項】（一括質問方式）

1　自治体の運営について

2　環境対策について

3　交通政策について

4　物価高対策について

【質問事項】（一括質問方式）

1　物価高騰から市民を守る施策について

2　歌劇座の建て替えについて

3　除雪について

4　コロナウイルスとインフルエンザウイルス感染症対策に

ついて

5　保育・学童保育の人員拡充について

6　加齢性難聴に対する補聴器購入公費補助について

7　マイナンバー制度について

金沢市議会自由民主党議員会

下沢 広伸  議員

日本共産党金沢市議員団

広田 美代  議員

カーボンニュートラルポートの考えについて

石川県は、水素等の次世代エネルギー

の受入れ環境整備や脱炭素化に配慮した港湾機

能の高度化等を通じて、カーボンニュートラル

ポートの形成に向けた計画策定のために協議会

を設置した。本市も協議会メンバーと聞くが、

金沢港におけるカーボンニュートラルポートの

考えを聞く。

本市もゼロカーボンシティーとして、

カーボンニュートラルポートの目標と同じく、

2050 年度の温室効果ガス排出量実質ゼロを目

指しており、この取組と歩調を合わせ、脱炭素

化に配慮した金沢港の機能高度化に向け、協議

会の中で国や企業と連携し、役割を果たしてい

きたい。 （市長）

物価高対策について

北陸電力は、一般家庭などが契約する規

制料金を来年 4 月から値上げすることを経済産

業省に申請した。最近の物価高を受けた、市民

向けや事業者向けの物価高対策の考えを聞く。

国の経済対策に積極的に呼応し、住民税

非課税世帯への支援金支給のほか、市独自に福

祉施設の光熱費助成、肥料価格高騰に係る農業

者支援及び中小企業の資金繰りや事業への支援

の継続等を行ってきた。引き続き、エネルギー

資源や食料価格等の高騰が家庭や企業活動に影

響を及ぼすため、今後、国や県の動向を踏まえ

明年度の予算編成の中で効果的な支援策を検討

する。 （市長）

問

答

問

答

子どもの医療費助成の拡充について

子どもの医療費助成について、18 歳ま

での対象年齢拡大と自己負担の窓口無料化を実

施するよう求める署名が 2 か月で 1,374 筆集め

られ、市長へ届けられた。早急に実施を決断す

べきではないか。

県では来年度から子ども医療費助成の市

町への補助を拡大することとしており、これに

伴う本市の負担減少分の使途について、子育て

施策に活用するよう要請が来ていることから、

どのような施策に活用するか、明年度の当初予

算編成作業の中で検討する。 （市長）

除雪について

市道における除雪路線の割合は 4 割にと

どまっており、17 年間変わっていない。他都

市では、富山市 80 ％、福井市 85 ％、小松市

85 ％、白山市 73 ％の除雪計画を立て、除雪を

行っている。本市においても除雪基準と予算を

見直し、大幅な除雪路線の拡大を求めるが、ど

うか。

除雪委託業者やオペレーター等に限りが

あり、現状では大幅に除雪路線を拡大すること

は困難と考えている。今後も除雪委託業者やオ

ペレーターの確保に努めるほか、優先順位を見

極め、必要な路線を選定していく。 （土木局長）

問

答

問

答
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本会議の発言から

【質問事項】（一括質問方式）

1　物価高騰対策について

2　地球温暖化対策に係る取組について

3　自治体広告について

4　地下水利用と地盤沈下について

【質問事項】（一括質問方式）

1　2022年を振り返って

2　本市の新しい交通システムについて

3　本市の文化政策について

4　更生保護事業について

金沢保守議員会

粟森 　慨  議員

自由民主党金沢市議員会

野本 正人  議員

物価高騰対策について

物価の高騰について、どのように感じて

いるか。また、今補正予算の物価高騰対策は特

定の分野に限定しているが、今後の考えを聞く。

物価高騰は家計や企業活動に影響を及

ぼしており、これまでの対策は市民生活の安定

に一定の役割を果たしてきたと考えている。今

後も、物価動向を十分注視しながら国や県の対

策と整合性を図り、効果的な対策について、補

正予算を含めた当初予算編成で対応していく。

 （市長）

地球温暖化対策に係る取組について

金沢市地球温暖化対策実行計画におい

て、2030 年度の温室効果ガス削減目標を、

2013 年度比で国の目標 46 ％を上回る 50 ％に

引き上げるとのことだが、その方法を聞く。ま

た、志賀原子力発電所が再稼働すれば、エネル

ギー全体に占める化石燃料の割合が低くなると

想定されるが、金沢市長としてこの発電所の再

稼働をどう考えるか。

新たな目標達成のため、再生可能エネ

ルギーのさらなる利用拡大を図るとともに、幅

広い温室効果ガス削減の取組や、環境意識向上

のための広報活動など、市民や事業者の理解と

協力を得ながら、実効性ある施策を進めたい。

 （環境局長）

　志賀原子力発電所について、電力が逼迫する

中で廃止も再稼働もされない状況は好ましくな

い。しかし、国や志賀町が安全確保について認

めることが大事であり、その動向を見守りたい。

 （市長）

問

答

問

答

2022年を振り返って

10 年後を目標年次とする新たな都市像

を策定する取組の中で、市長はまちづくりに関

する意見を幅広く市民から聴取している。具体

的にどのような意見が出され、明年度予算の中

でどのように新しい都市像に反映させていくの

か。

地域コミュニティーや地区防災のほか、

公共交通や地域活性化などに対する切実な実情

を聞いた。引き続き、関係団体等からの意見聴

取やワークショップを開催する。本年度中に意

見を取りまとめた上で策定委員会を立ち上げ、

策定作業を本格化し都市像の案を取りまとめ、

明年度中の策定を目指す。 （市長）

本市の文化政策について

本年 8 月に、全国 24 の大学から茶道部

の学生を招聘した「全国学生大茶会 2022」が

3 年ぶりに開催された。市長も参加したと思う

が、その感想や来年に向けた課題、意気込みを

聞く。

初々しくお点前や茶道具の説明に臨む学

生たちの姿を拝見し、うれしく思うとともに、

学生たちの茶道に対する深い思いや心の豊かさ

を感じた。明年度以降は、人数制限を行わずよ

り多くの人たちに茶道を身近に感じてもらい、

学生たちがより交流を深めることができる大茶

会となるよう取り組む。 （市長）

問

答

問

答
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本会議の発言から

【質問事項】（一問一答方式）

1　金沢市の後援名義申請について

2　ひとり親等支援について

3　ファミリーサポートセンター事業について

4　物価上昇が子どもに与える影響について

5　子育て世帯の願い

【質問事項】（一括質問方式）

1　障害者等移動支援事業について

2　労働者協同組合について

3　マイナンバーカードについて

4　がん対策について

5　 「金沢市における再生可能エネルギー発電設備の適正な

設置及び管理に関する条例」について

みらい金沢

喜成 清恵  議員

公明党金沢市議員会

稲端 明浩  議員

離婚調停中の子育て世帯が利用できる制度は

実質ひとり親だが、離婚調停中で制度が

利用できず困窮する世帯がある。本市に離婚調

停継続の証明書を提出して利用できる制度と、

提出してもできない主な制度を聞く。

離婚協議中であることが確認できる場合

に利用できる主なサービスは、児童手当・就学

援助等である。一方、児童扶養手当やひとり親

家庭等医療費助成のサービスは原則利用できな

いが、令和 4 年 3 月に認定基準が見直されてお

り、一定の条件の下で利用できる場合もある。

 （こども未来局長）

学校の長期休み中に子育て世帯が望むこと

保護者に「学校の長期休暇中にあったら

助かるなと思うもの」のアンケートを実施した。

多くの保護者が長期休暇中の学校給食やこども

食堂の開催を望んでいるが、教育委員会として

どのように感じているか。

長期休業中の学校給食やこども食堂の開

催は、施設の安全や衛生面、教職員の負担等の

観点から難しい。 （教育長）

問

答

問

答

マイナンバーカードについて

マイナンバーカードの空き容量を使った

利活用の促進は可能か。

カードに内蔵されているICチップの空き

領域や電子証明書機能を活用して自治体独自の

サービスを行うことは可能である。本市におい

ては電子申請の本人確認に活用しているほか、

他自治体で図書館カードとしての利用や避難所

における避難者情報登録、独自のポイント事業

などに活用している例もあり、今後、市民の利

便性向上につながる独自の活用策について積極

的に検討していきたい。 （市長）

「金沢市における再生可能エネルギー発電設備

の適正な設置及び管理に関する条例」について

本条例には罰則がないが、市民の安全と

安心は守られるのか。

再生可能エネルギー発電設備について、

事業者が自治体の条例を含む関係法令に違反し

た場合、国は事業認定を取り消すことができ

るとされている。事業者が本市の条例に基づ

く勧告、措置命令、違反事業の公表等を含む行

政指導に従わない場合には、迅速に国に事業

の取消しを求めるなど、必要な措置を行う。             

 （市長）

問

答

問

答
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本会議の発言から

【質問事項】（一括質問方式）

1　金沢マラソンについて

2　小児医療費助成制度について

3　入札制度について

4　災害復旧工事について

5　学生のインターンシップについて

6　金沢21世紀美術館について

7　本多町歴史文化ゾーンについて

8　商店街の活性化策について

9　まちづくりの担い手確保について

【質問事項】（一問一答方式）

1　物価高騰による市民、子どもたちへの影響と学校給食の

無償化実施について

2　旧統一教会に対する本市の対応について

3　金沢市における再生可能エネルギー発電設備の適正な設

置及び管理に関する条例制定について

4　森本地区・3 か所での地元スーパー閉店に伴う対策と地

域の公共交通の確保について

自由民主党金沢市議員会

上田 雅大  議員

日本共産党金沢市議員団

森尾 嘉昭  議員

金沢21世紀美術館について

現在のスタッフユニホームは、開館 10

周年を記念し皆川明氏がデザインした制服だ

が、開館 20 周年を記念し制服をリニューアル

してはどうか。

20 周年を迎えるに当たり、新たな取組

は必要であり、ユニホームも含め次の 10 年に

つながる取組を関係者の意見を聞いて検討す

る。 （市長）

まちづくりの担い手確保について

デザインアワードと銘打ち、市立工業高

校の生徒を対象に、主に金沢市の施設を題材に

デザインコンペを実施する取組は、参加する生

徒にとってやりがいのあるもので、まちづくり

の担い手確保の観点から、技術力やまちづくり

への関心を高める上で非常に有意義である。デ

ザインアワードの題材とする施設はどのように

決めているのか。

老朽化が進み更新の必要性の高いものを

題材として提供しているが、今年度は築 45 年

が経過した四十万中央公園のトイレをデザイン

コンペの題材に提供している。 （都市整備局長）

問

答

問

答

旧統一協会に対する本市の対応

浅野町校下に旧統一協会の施設がある。

この団体が令和元年 7 月、本市公園等里親事業

に申請し、本市と合意書を交わしたが、一刻も

早くこの合意書を解除し、関係を絶つべきでは

ないか。

公園等里親制度は公園・緑地等の利用及

び美化を促進し、まちづくりに対する市民の意

識高揚を図ることを目的としている。社会的な

影響が大きい団体との関係については、市民の

不信感を招くことのないよう対応する必要があ

ると考えており、引き続き国の動向を見極めて

慎重に対応する。 （市長）

森本地区・３か所でのスーパー閉店について

森 本 地 区 の

地 元 ス ー パ ー が、

11 月末で相次いで

閉店した。地元か

ら対策を求める要

望書が提出された

が、どのように対

応するのか。

地域住民の生活に大きな影響があるが、

後継事業者が閉店後の計画を検討しているとの

ことであり、推移を注意深く見守っていきたい。

 （市長）

問

答

問

答

貼り出された閉店のお知らせ
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本会議の発言から

【質問事項】（一問一答方式）

1　除雪対策

2　空き家対策

3　ふらっとバスルート変更

4　兼六小・旧材木町小学校跡地、馬場小学校跡地

5　デジタルミュージアムの現況と今後について

6　北部図書館の必要性

7　歌劇座について

8　尊経閣文庫誘致について

金沢保守議員会

新谷 博範  議員

金沢歌劇座の今後について

金沢経済同友会から、金沢歌劇座の現在

地での保存活用が提案されたが、金沢市市有施

設ストックマネジメント計画に基づく、この提

案に対する見解を聞く。

市有施設ストックマネジメント計画で

は、金沢歌劇座の建物耐用年数は 65 年であり、

今年で築後 60 年を迎え老朽化が進んでいるこ

とから、建て替えに向けた議論を重ねてきた。

候補地として現敷地と日銀金沢支店跡地の比較

を進めており、本年度末までに一定の方向性を

出したい。 （市長）

尊経閣文庫の誘致について

尊経閣文庫の誘致に関して、金沢市単独

にしろ、県との共同誘致にしろ、責任と義務を

持ち関わるべきであると思うが、見解を聞く。

尊経閣文庫は、国宝や重要文化財を多く

含んでいることから、収蔵及び展示施設の整備

等が大きな課題だと認識している。現時点で市

単独での誘致は難しいと考えており、引き続き

県の動向を注視していく。 （市長）

問

答

問

答

【質問事項】（一括質問方式）

1　再生可能エネルギーの利用拡大について

2　物価高対策について

3　今冬の除雪計画等について

4　チョイソコかなざわについて

自由民主党金沢市議員会

高　 　誠  議員

今冬の除雪計画等について

過去の経験を踏まえ、今冬の除雪等に対

する取組を聞く。

除雪委託業者を増加し、保有する除雪機

械や操作するオペレーターを確保するなど、迅

速な除排雪体制の強化に努めている。また、町

会等に対し、除雪機

械の購入や消雪装

置の設置などの補

助率を拡充し、地

域への支援制度の

充実を図っている。

 （市長）

チョイソコかなざわについて

地域運営交通「チョイソコ」の本格実施

に向けた取組について聞く。

明年度からの本格運行に向け、地域に

とって持続可能な

公共交通となるよ

う、地域負担の軽

減に向けた制度の

見直しを検討して

おり、今後地元と

の協議を本格化し

ていく。 （市長）

問

答

問

答

令和３年の除雪作業

令和5年度より

チョイソコかなざわ本格運用
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本会議の発言から

【質問事項】（一括質問方式）

1　子育て世帯への支援策について

2　高齢者福祉施策について

3　まちづくりについて

4　文化施策について

5　北陸電力の電気料金値上げについて

6　性教育について

7　メタバースについて

創生かなざわ

熊野 盛夫  議員

子ども医療費助成の18歳未満までの拡大

石川県内で金沢市だけ、なぜ医療費が

18歳未満まで助成されないのかとの声をよく聞

く。県は 2023 年度から子どもの医療費助成制

度を拡大するとしているが、県市連携で本市も

18歳未満までの拡大をしてはどうか。

県市連携は張り合うものではなく、共に

進めるものと思っている。今回の県の補助対象拡

大に伴う本市負担減少分の使途について、県か

ら子育て施策に活用するよう要請が来ていること

も踏まえ、どのような施策に活用するか、明年度

の当初予算の編成作業の中で検討する。 （市長）

電力価格高騰に対するカーボンニュートラル

について

電力価格が高騰する中、脱炭素先行地域

として手を挙げ、国の予算を獲得し、カーボン

ニュートラル推進の施策を積極的に進めること

が極めて重要と考えるが、今後の対応を聞く。

国が定める脱炭素先行地域の指定には、

一定の地域等において、再生可能エネルギーを

最大限導入し、当該地域内における温室効果ガ

ス排出量を実質ゼロとすることが必要である。

そのためには、住民や事業者の理解と協力を得

て進めていく必要があり、現在、様々な民間事

業者との意見交換や情報収集を行っている。引

き続き、他自治体の先行事例なども参考に、地

元企業や金融機関の協力を得ながら本市の地域

特性を踏まえた市民生活の質の向上につながる

取組を検討する。 （市長）

問

答

問

答

【質問事項】（一問一答方式）

1　安全保障教育について

2　AED普及について

3　防災士について

4　磯田謙雄技師の顕彰について

自由民主党金沢市議員会

坂本 泰広  議員

安全保障教育について

ロシアが小国ウクライナに侵攻するさま

は、改めて自衛能力の向上が欠かせないとの認

識に至らしめた。教育現場で「国を守る」とい

う発想自体が悪になっているが、国防について

考えさせないのは、バランスの取れた知識の裏

づけがなく、危機に直面したときに思考停止に

陥る人間を育てることになる。「教え子を二度と

戦場に送らない」と言うならば、今、教育の現

場で行われていることは全くの矛盾ではないか。

教育現場においても、ロシアによるウク

ライナ侵攻など国際社会の現状を知って、そこ

から世界平和、人類の生存、命の尊さを学ぶこ

とは非常に大切である。過去の戦争について学

び、その教訓を生かし、併せて国際情勢につい

ての見識を広めていくことも必要だと思ってい

る。 （市長）

磯田謙雄技師の顕彰について

本市出身の磯田謙雄技師は、日本統治時

代の台湾で、白
はく

冷
れい

圳
しゅう

と呼ばれる農業用水路を完

成させ、この水路は 90 年以上たった現在でも

農地に水を供給している。このような業績を称

え、ふるさと偉人館に加えるべきではないか。

磯田技師は今も現地で「水利の父」とし

て称えられている。今後、ふるさと偉人館での

展示の可能性について、調査を実施していきた

い。 （市長）

問

答

問

答
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本会議の発言から

【質問事項】（一括質問方式）

1　新交通システムと北陸鉄道石川線について

2　ワンヘルス（One　Health）について

3　高尾城跡調査と山城整備について

4　南部地区の治安や防犯について

5　運転免許証自主返納者への公共交通乗車券購入助成につ

いて

6　北朝鮮人権侵害問題啓発週間と北朝鮮向けラジオ公開収

録について

【質問事項】（一括質問方式）

1　行政改革について

2　森林環境税や森林環境譲与税などについて

3　デジタル教科書の導入などについて

多聞会

北　 幸栽  議員

自由民主党金沢市議員会

喜多 浩一  議員

高尾城跡の市史跡指定

高尾城跡の市史跡指定に向けたレーザー

測量調査について、進捗及びデータ解析の状況

を聞く。また、今後のスケジュールを併せ聞く。

高尾城跡（撮影：光が丘1丁目）

11 月 25 日にヘリコプターで、通称「コ

ジョウ」地区を中心に約 7.2 ヘクタールの範囲

でレーザー測量を実施し、データは問題なく取

得できた。今後、データの解析作業を本格化さ

せ、今年度末までに遺構の全体像が把握できる

見込みである。明年度は築城の年代や遺構の規

模の発掘調査に着手したいと考えており、市史

跡指定登録に向け取り組む。（文化スポーツ局長）

高齢者の運転免許証自主返納者への支援拡充

運転免許証の自主返納と、返納後の公

共交通利用への動機づけとして、北陸鉄道の

チャージ済みICa（アイカ）を発送してはどうか。

返納者に日常的に公共交通を利用しても

らうことは、公共交通を支える観点からも重要

と考える。チャージ済み ICa の郵送はデポジッ

トの取扱い等で課題が多いが、申請方法や新た

な支援策について検討したい。 （市長）

問

答

問

答

行政改革について

将来人口推計によれば、金沢市の生産年

齢人口は 2040 年までに約 2 割、5 万 7,000 人

も減少することとなっている。金沢市役所の職

員数等についてはどのような対策をする予定か。

国の集中改革プランに呼応し、平成 17 年

度から5年間で約1割削減してきたところであり、

中核市の中でも人口当たりの職員数が最も少な

い。適正な定員管理に努める一方、様々な行政課

題に対応していくため、新たなプランには、人材

育成の強化策についても盛り込みたい。 （市長）

金沢市役所第一本庁舎

デジタル教科書の導入について

これからは才能ある子どもたちに先進的

な教育を施し、日本を引っ張っていく人材を育

てる教育が必要不可欠である。デジタル教育の

導入には、大いなる可能性があると考えるが、

教育長の見解を聞く。

児童・生徒の背景や特性・意欲の多様性

に対応した教育が一層求められており、デジタ

ル教科書はその実現に寄与すると考える。デジ

タルとリアルの最適な組合せによる、令和の時

代にふさわしい次期金沢型学校教育モデルにつ

いて検討していく。 （教育長）

問

答

問

答



12 金沢市議会だより・№298・令和5年2月1日

k
a

n
a

z
a

w
a

 
c

i
t

y
 

c
o

u
n

c
i

l

本会議の発言から

【質問事項】（一括質問方式）

1　「こども基本法」と「こども家庭庁」に関して

2　「世界に誇る文化都市金沢」に関して

創生かなざわ

玉野 　道  議員

「こども基本法」と「こども家庭庁」に関して

本市の少子化対策関連数値の推移の分析

と検証、課題と対策について聞く。

国の人口動態統計によると、コロナ禍で

結婚や妊娠を控える傾向から、昨年の出生数は過

去最少であり、本市も同様の状況にあると認識し

ている。少子化対策は喫緊の課題であり、これま

で待機児童のない保育環境づくりや医療機関で

の病児一時保育の充実など、安心して子育てが

できる環境の充実に努めてきた。さらに、本市の

強みである文化を子ども施策に生かすことで、児

童の豊かな感性と情操を育むなど、子育てをした

いと思えるまち金沢を目指していきたい。 （市長）

「世界に誇る文化都市金沢」に関して

金沢歌劇座の建て替えや日銀金沢支店の

跡地、県社会福祉会館の整備と、茶室「一種庵」

の復元に関する取組に関して、知事との意思疎

通と連携について聞く。

都心の土地利用は、県市双方の重要事案

であり、知事とは、様々な機会を捉え情報共有

し、対応していかなければならない。金沢歌劇座

の建て替え用地は、本年度末までに一定の方向

性を出し、日銀金沢支店の跡地に関しては、県に

参画を要請した上で、明年度にも活用の方向性

を検討する組織を立ち上げたい。また、県社会

福祉会館は、一義的には県の判断となるが、本

多町歴史文化ゾーンを形成する大切なエリアに

あり、本市施設との一体的な利活用も含め、県と

情報共有を図るとともに、その動向を見据えなが

ら、一種庵の復元を検討していきたい。 （市長）

問

答

問

答

【質問事項】（一括質問方式）

1　市長の出前講座　まちづくりミーティング　金沢の未来

を語る会

2　危機管理　避難所運営

3　農業対策

4　リン回収事業

5　ジビエ工房

6　森本地区について

自由民主党金沢市議員会

前　 誠一  議員

中山間地農地の保全対策について

中山間地の水田が持つ多面的機能を維持

し、農業離れや農地荒廃を防止するため、中山間

地農業の労力軽減に最も効果のある防草シート

の設置に対し、補助対策を行うべきではないか。

防草シートの設置により、営農の継続、

良好な農地の維持・保全及び労力軽減の効果が

期待できる。今後は国へ支援を要望するととも

に、市としての支援も検討していく。 （市長）

森本地区活性化について

森本駅東広場の供用開始以来、地元住

民は朝市やイベント開催等でにぎわい創出に頑

張っている。今後の活性化のため、森本市民セ

ンターの駅前への移設及び図書館等の公共施設

の併設並びに森本、梅田及び今町インター周辺

の市街化調整区域の制限解除について、考えを

聞く。

森本市民センターは地域の重要な拠点施

設と認識しており、耐震補強工事を実施し、建

物の安全性に問題がないことから、直ちに移転

することは考えていないが、地区全体の公共施

設再編の中で研究していく。市街化調整区域の

制限解除は難しいが、森本地区の活性化は喫緊

の課題であり、今後は民間活力の導入等も含め

考えたい。 （市長）

問

答

問

答
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常任委員会の活動状況
　金沢市議会では5つの常任委員会を設けており、提出された議案の審査を行うほか、市政についての課

題等を調査しています。また、本市のまちづくりに役立てることを目的に他都市への行政視察を行ってい

ます。

委員会名 開催日 主な報告事項

総務常任委員会

10月6日
・G7教育大臣会合の開催地決定について
・第21回全州伝統工芸展の開催について

11月8日
・金沢版総合戦略推進委員会の開催について
・石川中央都市圏地域公共交通計画の策定に向けた検討状況について

12月15日
・第3次金沢交通戦略［地域公共交通計画］（案）について
・金沢市国際交流ミライアクションの骨子（案）について

経済環境常任委員会

10月31日
・令和4年度   市営金沢競馬の開催結果（速報）について
・食べきれなかった料理の持ち帰りモデル事業の実施について

11月14日
・金沢市次世代和食料理人育成事業の実施について
・「dining gallery銀座の金沢」の運営状況について

12月15日
・金沢林業大学校研修生（第8期生）の募集について
・東部環境エネルギーセンター燃やすごみ自己搬入オンライン予約について

市民福祉常任委員会

11月7日
・金沢市地域コミュニティ活性化推進計画2023（仮称）骨子案について
・金沢市立平和町児童館の整備について

12月15日
・市立病院における結核患者入院受入れの再開について
・金沢市地域福祉計画2023（仮称）骨子案について

建設企業常任委員会

10月5日
・金沢移住者ネットワーク公式インスタグラムの開設について
・静岡市への給水活動支援について

11月2日
・海側幹線Ⅳ期区間の供用開始に伴う屋外広告物の規制について
・令和4年度「無電柱化の日」に係る取組について

12月15日
・令和4年度   金沢市除雪対策本部の設置について
・水道管の冬季対策について

文教消防常任委員会

10月18日
・金沢マラソン2022 オンライン大会の開催結果について
・令和5年度からの金沢市立工業高等学校の新制服について

11月24日
・「いしかわ百万石文化祭2023」開催に向けた本市の取組状況について
・かなざわコミュニティ防災士交流研修会について

12月15日
・令和5年 金沢市消防出初式について
・馬場小学校と明成小学校の統合について

市民福祉常任委員会の行政視察　10月31日（月）～11月2日（水）

◯岡 山 市　・岡山型持続可能な社会経済モデル構築総合特区

　　　　　　　通称：AAAシティ岡山の推進について

◯福 山 市　・ 福山市ネウボラ事業計画の概要 及び

　　　　　　　ふくやま子育て応援センターについて

◯北九州市　・北九州医療・介護連携プロジェクトについて

福山市
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〇要望事項

1　新型コロナウイルス対策や社会インフラの老朽

化進行に加え、ロシアのウクライナ侵攻等を要因と

するエネルギー価格や物価の高騰など、先行きの見

えない状況が続いている中で、市民の安心・安全な

暮らしを守ることは極めて重要である。

　今後の市政推進に必要な財源を確保するため、デ

ジタル化を推進するなど、市税収納率等のさらなる

向上に努めること。

　また、公共施設の老朽化対策など多額の財政需要

に対応するため、引き続き中期財政計画の実践等に

より健全な財政運営に努めること。

2　各種事務事業の取組について、その目的や効果

を十分に見極め、効率的かつ計画的な執行に努める

こと。

　また、外郭団体等への現役職員の派遣及び随意契

約の在り方並びに分収林の契約に係る諸課題につい

て、当委員会における議論を踏まえて適時適切な対

応に努めること。

　12月14日の本会議において、令和3年度決算認定に係る議案1件、認定2件が全会一致または賛成多数を

もって、いずれも原案のとおり可決または認定されました。これらの議案等については、9月14日に設置され

た一般会計等決算審査特別委員会（松村理治委員長）及び企業会計決算審査特別委員会（宮崎雅人委員長）に

おいて、決算書や附属書類等に基づき、詳細な説明の聴取や現地視察などを行い、審査してきました。また、

本会議での採決に先立ち、両委員長による委員長報告が行われ、下記のとおり要望事項が付されました。

決算審査特別委員会の要望事項

一般会計等決算審査
特別委員会

松村理治委員長

〇現地視察（上：玉川こども図書館、下左：金沢市公文書館、下右：金沢市立中央小学校）
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〇要望事項

1　ガス事業・発電事業については、本年 4月に金

沢エナジー株式会社へ事業譲渡され、特別会計は令

和3年度をもって終了した。業務の円滑な移行と経

営状況の把握に努めるとともに、現在、清算特別会

計において行われている清算事務を遺漏のないよう

進めること。

2　水道事業については、新型コロナウイルス感染

症の影響を踏まえ、基本料金の減免を行った前年度

に比べ、収益は増加した。しかしながら、人口減少

社会の到来や節水型社会への移行に伴い、収益の大

幅な増加が見込まれないことに加え、今後、老朽管

対策等に多額の費用を要するため、新たに策定した

金沢市企業局経営戦略2022に基づき、さらなる健

全経営への取組を推進すること。加えて、県に対し

て県水受水単価及び責任水量の引下げを市長会等を

通じて引き続き働きかけること。

3　病院事業については、新型コロナウイルス感染

症対策に係る国や県からの補助金収入等により黒字

決算となったが、入院患者数は減少しており、新型

コロナウイルス感染症の影響は長期化している。ウ

イズコロナ時代を見据えて一般診療とコロナ対応を

両立できるような体制を整備し、職員の処遇改善や

働き方改革を進めることに加え、人員の確保に取り

組むことで、公的病院としての使命を果たすととも

に、経営の健全化を進めること。

4　中央卸売市場の再整備に当たっては、再整備基

本構想を踏まえ、実際に利用する関係者と協議を進

め、過剰な設備により将来の負担が大きくなること

がないよう、再整備事業を進めること。

企業会計決算審査
特別委員会

宮崎雅人委員長

〇現地視察（上：西部水質管理センター、下左：金沢市中央卸売市場、下右：金沢市公設花き地方卸売市場）
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　デジタル戦略特別委員会、都市交通特別委員会及び地球温暖化対策特別委員会は、各委員会が設置されて以

降、執行部からの説明や参考人からの意見聴取等を行ってきたことを踏まえ、それぞれ村山市長へ提言書を提

出しました。また、12 月 16 日の本会議において各委員長が委員長報告を行い、各委員会の活動は終了しまし

た。報告・提言の要旨は以下のとおりです。

特別委員会の報告・提言（要旨）

地域における課題の明確化

①課題の明確化

　デジタル化を目的とするのでなく、本市のあるべ

き姿をあらかじめ想定し、解決すべき課題を明確に

した上で、解決する手段として適切なデジタル技術

を用いるべきである。

②総合計画（ビジョン）との連携

　本市の総合計画にデジタル実装を明記し、先進的

なデジタル技術を用いるべきである。総合計画に基

づく施策の実施に当たっては、選択と集中を行い、

効果的・効率的な課題の解決に努めるべきである。

③課題解決にデジタルを用いる意識づけ

　近年の人手不足や働き方改革の観点を鑑み、デジタ

ルを活用して解決を図る視点を常に持つべきである。

デジタル実装に向けた条件整備

①マイナンバーカードの活用

　マイナンバーカードの機能を有効に活用するため

の手法を考える必要がある。なお、マイナンバー

カード取得のリスクを懸念する市民に対しては、セ

キュリティー対策が取られていることを丁寧に説明

するなど、適切に対応すべきである。

②既存のデジタル関連施策のブラッシュアップ

　金沢市デジタル戦略は国の動きを先取りしてお

り、デジタル田園都市国家構想を推進するための交

付金を獲得し、有効活用している事例もあった。今

後、施策のブラッシュアップや、新たな計画の策定

には国の動きと十分に連携すること。

③市民の参加・理解

　デジタル社会の実現のためには、市民の協力が必

要不可欠である。そのため、高齢者をはじめとする

デジタルに不慣れな市民に対し、デジタル化により

生まれるメリットを丁寧に説明するとともに、一人

一人に寄り添った対応をすべきである。

④スピード感あるデジタル化

　デジタルの活用に当たっては、必要な見直しを柔

軟かつスピード感を持って行うことが求められる一

方、本市ではデジタル化に向けた取組を率先して

行っている実績もあり、引き続き積極的に取り組む

べきである。

将来的な展望

①さらなるデジタル実装

　本市におけるデジタル実装は今後の展開が期待さ

れる。庁内外から広く情報を集め、本市のデジタル

実装を推進するために、デジタル田園都市国家構想

交付金の採択に万全を期すべきである。

②自治体間における好事例の導入・応用

　他の自治体で成功した取組を導入・応用できるか

調査し、本市の目指す方向性と合致すれば活用を検

討するべきである。

デジタル戦略
特別委員会

上田雅大委員長

マイカーから公共交通への転換

① 公共交通を育て支える意識の啓発

　マイカーへの過度な依存は、交通事業者の経営を

悪化させ、公共交通不便地域が拡大し、交通弱者が

増加するおそれがある。公共交通を生活インフラと

して確保するためには、目的意識と主体的な責任感

が大切であり、地域勉強会を開催するなど、関係者

同士で十分に協議を重ねるべきである。

②利用しやすい公共交通環境の整備

都市交通
特別委員会

源野和清委員長
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行政における取組

①再生可能エネルギーの導入拡大

　再生可能エネルギーの導入には、費用対効果や持

続可能性、IoT 技術の導入促進、まち並みとの調和

にも留意する必要がある。太陽光発電、小水力発電、

バイオマス発電の導入に当たっては、効率的に廃棄

もしくは循環ができるシステムについて検討するこ

と。また、景観との調和に配慮するため、設備の規

模や形状、外見にも考慮すること。

②エネルギーの地産地消の推進

　小規模発電を増やす施策に取り組むとともに、エ

ネルギーの地産地消を推進すること。

③公共施設の新築、改修

　公共施設の新築や改修においては、自家発電の導

入や省エネ化に取り組むこと。また、施設の改修工

事において、省エネ化も検討事項に加えるととも

に、脱炭素補助財源を最大限利用すること。

④次世代自動車導入の推進

　公用車次世代自動車転換計画を着実に実践すると

ともに、充電設備などの整備についても検討すること。

⑤他分野との連動、連携

　小規模発電や EV車載電池は、災害時の非常電源

として利用することが可能である。災害時の非常時

利用を見据え、危機管理分野との連携を密にするこ

と。また、環境に配慮した施策の先進性などがまち

の魅力の一つとして捉えられることから、観光分野

との連携も視野に、地球温暖化対策の施策に取り組

むこと。

市民・事業者への対応

①市民への普及啓発及び市民協働の推進

　脱炭素への取組は、市民一人一人が主体となって

実践していくことが大切である。創エネ・省エネ・

蓄エネといった家庭における活用事例の紹介など、

市民への普及啓発をより一層進めること。また、地

域や事業者との協働を進める施策や人材育成につい

て、国・県・大学等と連携しながら推進すること。

②事業者への対応

　事業活動においても環境への配慮が求められてい

ることから、事業者の省エネ化等の取組を積極的に

支援すること。また、中小企業に対して脱炭素化へ

の支援を行うこと。さらに、事業者による再生可能

エネルギーの活用については、その継続・発展が図

られるよう留意すること。

地球温暖化
対策特別委員会

中川俊一委員長

　公共交通を利用していない人に利用してもらえる

かが重要である。多くのニーズに対応するのは非常

に難しい課題だが、鉄道や路線バス、タクシーなど

の既存資源を有効に活用し、誰もが利用しやすい公

共交通環境を整えることが重要である。

③公共交通ネットワークによるベストミックスの構築

　市域全体で交通ネットワークを形成し、地域特性

に応じて、公共交通と自動車交通を効率的に組み合

わせた利便性の高い交通体系であるベストミックス

を構築すること。

④郊外部における移動手段の確保

　今年度から試験運行を開始したAI デマンド交通

の検証結果を検討し、本格運行に向けて取り組むこ

と。加えて、移動の利便性だけでなく移動の多様性

も確保し、モビリティ・マネジメントに基づく施策

に取り組むこと。

⑤クロスセクター効果

　クロスセクター効果を算出し、その効果を可視化

することで、公共交通への支援の意義を行政内で共

有できるとともに、より利用者にとって使いやすい

公共交通の実現に取り組むことが期待できる。

歩行者優先の環境づくり

①人の視点に立った交通政策の推進

　歩行者優先の環境づくりを実現するためには、人

の視点に立った交通政策を推進することが必要であ

る。また、地域内の各道路での機能の分担や、場所

や時間に応じた道路の柔軟な使い分けなど、限られ

た道路空間の有効活用を検討すること。

②運転免許証自主返納後の支援

　運転免許証自主返納後の生活に不安を持っている

高齢運転者が充実した生活を続けるためには、返納

後の支援が重要である。自主返納の動機づけとする

ためにも自主返納後の支援をこれまで以上に充実さ

せること。
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令和 4 年度 12 月定例月議会 審議結果

賛否などの態度が分かれた議案等（  ）については、議員別賛否一覧をご覧ください。

※審議結果は、金沢市議会ホームページからもご覧になれます。

12月定例月議会の議案

議案番号 件　　　名 本会議の結果

◇ 市長提出（議案13件、認定2件、諮問1件）

議案第37号 令和3年度金沢市公営企業特別会計未処分利益剰余金の処分について 可　　決 全会一致

議案第41号 令和4年度金沢市一般会計補正予算（第6号） 可　　決 全会一致

議案第42号 令和4年度金沢市水道事業特別会計補正予算（第2号） 可　　決 全会一致

議案第43号 令和4年度金沢市下水道事業特別会計補正予算（第2号） 可　　決 全会一致

議案第44号
金沢市における再生可能エネルギー発電設備の適正な設置及び管理に関す

る条例制定について
可　　決 全会一致

議案第45号 特別職の職員の給与に関する条例等の一部改正について 可　　決 賛成多数

議案第46号
職員の給与に関する条例及び金沢市会計年度任用職員の給与及び費用弁償

に関する条例の一部改正について
可　　決 全会一致

議案第47号 金沢市における自転車の安全な利用の促進に関する条例の一部改正について 可　　決 全会一致

議案第48号
「工事請負契約の締結について」の一部変更について（金沢美術工芸大学

建設工事（給排水衛生設備工事その1））
可　　決 全会一致

議案第49号
「工事請負契約の締結について」の一部変更について（金沢美術工芸大学

建設工事（電気設備工事その1））
可　　決 全会一致

議案第50号 市道の路線認定について 可　　決 全会一致

議案第51号 市道の路線変更について 可　　決 全会一致

議案第52号
金沢市教育委員会委員の任命につき同意を求めるについて

　木村陽子氏
同　　意 全会一致

認定第 １ 号 令和3年度金沢市歳入歳出決算認定について 認　　定 賛成多数

認定第 ２ 号 令和3年度金沢市公営企業特別会計決算認定について 認　　定 賛成多数

諮問第 ２ 号
人権擁護委員候補者推薦に関し答申を求めるについて

　粟田真人氏　　寺井雅樹氏　　宮島尚史氏　　赤丸保子氏

諮問のと

おり答申
全会一致

◇ 議員提出（議案8件）

議会議案第18号 賃金を引き上げ、経済を立て直すことを求める意見書 否　　決 賛成少数

議会議案第19号 コロナ危機と物価高騰に見合う水準に生活保護の引上げを求める意見書 否　　決 賛成少数

議会議案第20号
マイナンバーカード取得義務化につながる健康保険証廃止の撤回を求める

意見書
否　　決 賛成少数

議会議案第21号 難病・長期慢性疾病対策の総合的な推進を求める意見書 可　　決 全会一致

議会議案第22号 暮らしの安心を取り戻すための物価高騰対策を求める意見書 可　　決 全会一致

議会議案第23号 帯状疱疹ワクチンへの助成を求める意見書 可　　決 全会一致

議会議案第24号 公共サービスの維持向上に関する意見書 可　　決 全会一致

議会議案第25号 社会福祉施設に対する助成強化を求める意見書 可　　決 全会一致

◇ 請願（2件）

請願第15号
国に対し、「消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書」の提出を

求める請願
不 採 択 賛成少数

請願第16号 小中学校の給食費の無償化を求める請願書 不 採 択 賛成少数

◇ 陳情（2件）

陳情第20号 政務活動費の条例改正についての陳情書 不 採 択 賛成少数

陳情第21号 金沢市におけるコミュニティバスの導入促進に関する陳情書 不 採 択 賛成少数
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■賛否などの態度が分かれた議案等（議員別賛否一覧）

※○：賛成、×：反対、除：除斥、退：退席、欠：欠席、議長は採決に加わらないため、「／」と表示しています。

※所属会派は議決時点での会派で記載しています。

※ 会派の名称：公明党（公明党金沢市議員会）、市議会自民党（金沢市議会自由民主党議員会）、日本共産党（日本共産党金沢市議員団）、

金沢保守（金沢保守議員会）、創生（創生かなざわ）、多（多聞会）

※各議員の賛否は、金沢市議会ホームページからもご覧になれます。

12月定例月議会の議案

議　案
番　号 件　　　名

本
会
議
の
結
果

自由民主党金沢市議員会 みらい金沢 公明党 市議会自民党 日本共産党 金沢保守 創生 多

橋
本　

光
生

荒
木　

博
文

上
田　

雅
大

中
川　

俊
一

坂
本　

泰
広

高　
　
　

誠

喜
多　

浩
一

前　
　

誠
一

高
岩　

勝
人

久
保　

洋
子

宮
崎　

雅
人

松
村　

理
治

野
本　

正
人

福
田　

太
郎

横
越　

　

徹

高
村　

佳
伸

田
中
美
絵
子

喜
成　

清
恵

麦
田　

　

徹

山
本
由
起
子

中
西　

利
雄

上
原　

慶
子

稲
端　

明
浩

源
野　

和
清

秋
島　

　

太

下
沢　

広
伸

清
水　

邦
彦

黒
沢　

和
規

大
桑　

初
枝

広
田　

美
代

森
尾　

嘉
昭

粟
森　
　

慨

新
谷　

博
範

澤
飯　

英
樹

熊
野　

盛
夫

玉
野　

　

道

北　
　

幸
栽

◇ 市長提出（議案13件中1件、認定2件中2件）

議 案
第 45 号

特別職の職員の給与に
関する条例等の一部改
正について

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

認 定
第 1 号

令和 3 年度金沢市歳入
歳出決算認定について

認
定

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

認 定
第 2 号

令和 3 年度金沢市公営
企業特別会計決算認定
について

認
定

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ／ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◇ 議員提出（議案8件中3件）

議会議案
第 18 号

賃金を引き上げ、経済
を立て直すことを求め
る意見書

否
決

× × × × × × × × ／ × × × × × × × × × × ◯ × × × × × × × × ◯ ◯ ◯ × × × ◯ × ×

議会議案
第 19 号

コロナ危機と物価高騰
に見合う水準に生活保
護の引上げを求める意
見書

否
決

× × × × × × × × ／ × × × × × × × × × × ◯ × × × × × × × × ◯ ◯ ◯ × × × ◯ × ×

議会議案
第 20 号

マイナンバーカード取
得義務化につながる健
康保険証廃止の撤回を
求める意見書

否
決

× × × × × × × × ／ × × × × × × × × ◯ × ◯ × × × × × × × × ◯ ◯ ◯ × × × × × ×

◇ 請願（2件中2件）

請 願
第 15 号

国に対し、「消費税イ
ンボイス制度の実施中
止を求める意見書」の
提出を求める請願

不
採
択

× × × × × × × × ／ × × × × × × × × ◯ × ◯ × × × × × × × × ◯ ◯ ◯ × × × ◯ × ×

請 願
第 16 号

小中学校の給食費の無
償化を求める請願書

不
採
択

× × × × × × × × ／ × × × × × × × × ◯ × ◯ × × × × × × × × ◯ ◯ ◯ × × × ◯ × ×

◇ 陳情（2件中2件）

陳 情
第 20 号

政務活動費の条例改正
についての陳情書

不
採
択

× × × × × × × × ／ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ◯ ◯ ◯ × × × × × ×

陳 情
第 21 号

金沢市におけるコミュ
ニティバスの導入促進
に関する陳情書

不
採
択

× × × × × × × × ／ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ◯ ◯ ◯ × × × ◯ × ×
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議会日誌
10月

5日 建設企業常任委員会

6日 総務常任委員会

7日 企業会計決算審査特別委員会

14日 議会広報委員会

18日
文教消防常任委員会、一般会計等決算審査特

別委員会

24日 一般会計等決算審査特別委員会

25日 企業会計決算審査特別委員会

27日 デジタル戦略特別委員会

31日 経済環境常任委員会

11月

2日 建設企業常任委員会

4日 議会運営委員会

7日 市民福祉常任委員会、都市交通特別委員会、

地球温暖化対策特別委員会

8日 総務常任委員会

9日 企業会計決算審査特別委員会

14日 経済環境常任委員会

15日 一般会計等決算審査特別委員会

24日
文教消防常任委員会、地球温暖化対策特別委

員会

25日
議会運営委員会、企業会計決算審査特別委員

会

28日 デジタル戦略特別委員会

30日 都市交通特別委員会

12月

2日 金沢市議会12月定例月議会初日

本会議（議案上程・提案理由説明）、一般会計

等決算審査特別委員会、議会広報委員会

6日 議会運営委員会

9日 議会運営委員会

12日 本会議（質疑・一般質問）

13日 本会議（質疑・一般質問）

14日 本会議（質疑・一般質問）

15日 各常任委員会、議会運営委員会

16日 本会議（討論・採決）、総務常任委員会、議会

運営委員会

金沢市議会12月定例月議会最終日

議会広報委員会

【委 員 長】喜多　浩一 【副委員長】稲端　明浩

【委　　員】大桑　初枝 高　　　誠 下沢　広伸

 山本由起子 粟森　　慨

議長就任あいさつ
（第94代議長 宮崎雅人）

　コロナや日銀跡地の問題や

中央卸売市場の建て替えな

ど、解決しなければならない

課題が山積しています。これ

らの課題の解決を含め、金沢

市勢発展のために、議会運営

に誠心誠意取り組んで参りま

す。

議員の辞職と会派人数の変更

　高岩勝人議員は 12 月 16 日に一身上の都合

により、地方自治法第 126 条の規定に基づき

市議会議員を辞職しました。

　このことに伴う会派等の構成は以下のとお

りです。

●自由民主党金沢市議員会 15人

●みらい金沢 5人

●公明党金沢市議員会 4人

●金沢市議会自由民主党議員会 3人

●日本共産党金沢市議員団 3人

●金沢保守議員会 3人

（無会派）

●創生かなざわ 2人

●多聞会 1人

3月1日（水） 本会議（提案理由説明）

9日（木） 本会議（質疑・一般質問）【代表質問】

10日（金） 本会議（質疑・一般質問）

13日（月） 本会議（質疑・一般質問）

14日（火） 委員会審査

15日（水） 本会議（補正関係採決）、委員会審査

17日（金） 常任委員会連合審査会

20日（月） 委員会審査

22日（水） 本会議（委員長報告・討論・採決）

※日程は変更することがあります。

３月定例月議会の日程（予定）


